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地域難病連の
第10回交流会

患
者
集
会
の
開
催
を

全
患
連
も
初
の
代
表
参
加

　

各
祁
道
府
県
の
難
拷
朗
体
な
ど
に

ｋ
つ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
地
域
難
詞

連
の
交
流
機
関
で
あ
る
届
域
難
病

溥
迪
絡
八
ｙ
の
第
十
川
全
国
交
流
会

が
、
三
月
ニ
ト
ー
日
、
ニ
ト
二
日
の

こ
‐
間
に
わ
た
り
東
京
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
交
流
会
に
は
、
企
患
連
代
表

と
し
て
艮
、
ト
田
両
代
表
幹
事
も
は

じ
め
て
参
加
し
、
十
道
府
県
一
不
二

全
国
一
不
二
地
域
難
病
連
・
全
難
連
・
全
悪
連
代
表
が
参
加
し
て
開
か
れ
た

　

第
十
回
地
難
連
交
流
会
（
Ξ
月
二
十
一
日
・
北
海
道
第
二
東
京
事
務
所
）

人
の
地
難
連
代
表
や
全
難
連
四
人
の

代
衣
ら
と
と
も
に
熱
心
な
話
し
合
い

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
国
際
障
害
鳶
羊
に

あ
た
っ
て
難
病
患
者
の
要
求
を
ど
う

実
現
し
、
そ
の
た
め
に
運
動
を
ど
う

前
進
さ
せ
て
い
て
か
な
ど
が
貞
剣
に

討
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
と
関

連
し
て
企
患
連
の
艮
代
表
幹
唄
が
。

　

「
身
体
障
Ｉ
肴
福
祉
法
と
関
連
制
度

の
概
要
と
基
本
問
題
」
に
つ
い
て
携

演
し
、
ま
た
国
際
障
害
者
年
に
あ
だ

っ
て
の
運
動
を
ど
ぅ
す
す
め
て
い
こ

か
、
二
十
四
都
道
府
県
に
組
織
さ
れ

て
い
る
地
域
難
病
連
や
同
連
絡
会
の

活
動
を
ど
う
強
め
て
い
く
か
な
ど
に

つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
国
際
障
會
者
年
と
*
|
Ｓ

祉
切
り
捨
て
”
の
厳
し
い
悄
勢
の
中

で
、
患
者
運
動
の
全
国
的
な
結
集
を

め
ざ
す
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

第
一
面
全
国
患
者
家
族
槃
会
の
開
催

を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
も
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
三
面
）

お
も
な
記
事

　
　
　
　

地
難
連
第
ト
川
全
国
交
流
会

　

―

　
　
　
　
　

障
客
者
福
祉
・
‐
本
と
外
川
③

　

２

　
　
　
　
　
　

日
本
福
祉
大
学
教
授
児
鳥
美
都
子

　
　
　

地
難
連
企
国
交
流
会
の
ま
と
め

　

３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
動
の
交
流
広
場

　

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
交
災
・
日
息
・
全
患
協

闘
病
の
交
流
広
蝸
・

　

私
に
は
、
共
に
闘
え
る
仲
問
が
い
る

　

５

　
　
　
　
　

今
の
焦
点
と
役
立
つ
も
の

　

６

　
　
　

医
療
法
の
改
正
そ
の
内
容
と
目
的
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地
域
難
病
連
連
絡
会
交
流
会

　
　

一

心

現
在
、
全
国
二
十
四
都
道
府
県
る
．
昭
和
五
十
年
か
ら
こ
れ
ら
の

″

一
に
地
域
難
病
連
が
結
成
さ
れ
て
ぃ
各
難
病
連
が
あ
つ
ま
り
、
妬
域
い

｝
る
．
そ
の
栂
成
や
活
動
内
容
は
各
難
病
連
連
絡
芦
と
し
て
各
地
ご

四
府
県
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
各
地
実
情
や
運
動
を
交
流
し
て
い
る
．
｝

言
｛

談
や
患
者
、
家
族
の
要
求
の
解
決
く
、
規
約
や
役
員
な
ど
は
決
め
て

匹

ｙ
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
．
地
域
い
な
い
が
、
北
海
道
難
病
連
が
事
ｙ

｝

に
よ
っ
て
は
全
患
連
構
成
団
体
の
務
局
を
担
当
し
て
い
る
．
五
七
ふ

？
つ
ち
の
全
腎
協
、
心
臓
病
、
日
忠
年
の
全
国
患
者
m
会
も
同
会
の
呼
ゝ

　

同
盟
の
各
県
支
部
も
加
盟
し
て
ぃ
び
か
け
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
．

匹
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く
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辞
典
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職
業
的
ハ
ン
デ
″
キ
″
″
プ
の

あ
る
人
々
に
対
す
る
雇
用
の
体
系

は
、
一
般
雇
用
と
保
護
雇
用
に
大

別
さ
れ
る
。
一
般
雇
用
と
は
、
法

律
に
も
と
づ
い
て
、
企
業
に
雇
用

率
を
課
し
、
障
害
者
雇
用
を
義
務

づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
ふ
つ
う
雇

用
割
当
制
度
（
ク
ォ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
）
と
よ
ぱ
れ
て
い
る
。
わ
が

国
で
は
、
身
体
障
害
評
雇
用
促
進

法
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

法
定
層
用
率
は
Ｉ
・
五
～
丁
九

浴
で
あ
る
が
、
諸
外
国
の
例
を
み

る
と

　

イ
ギ
リ
ス
三
％

　

西
ド
イ
ツ
六
％

　

ワ
ラ
ン
ス
ー
○
％

と
ど
の
国
も
わ
が
国
よ
り
高
い
。

　

ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
雇
用
率

を
満
た
さ
な
い
企
業
は
一
人
に
つ

き
月
三
万
円
の
納
付
金
を
支
払
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
、
こ
の
点

を
比
べ
て
み
る
と
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
法
定
雇
用
率
が

一
守
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
職
安
が

一
障
害
者
以
外
の
人
を
紹
介
し
な

･●・･*...＼＼≪≪.･

き
に
は
一
人
月
一
〇
〇
ド
イ
ツ
マ

ル
ク
の
罰
金
を
お
さ
め
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
月
当
り
、
最
低

賃
金
の
三
倍
の
罰
金
を
国
庫
に
納

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
最
低
賃
金
は
、

二
王
二
年
前
で
九
万
円
で
、
こ
の

三
倍
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
約
二

十
七
万
円
の
罰
金
と
い
う
こ
と
に

相
当
程
度
の
不
利
を
こ
う
む
っ
て

い
る
も
の
」

で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
。

　

「
法
の
保
護
を
希
望
す
る
す
べ

て
の
障
害
者
」
で
「
身
体
的
欠
陥

等
に
よ
り
、
就
職
の
機
会
ま
た
は

保
持
の
可
能
性
が
実
質
的
に
低
減

し
て
い
る
者
」
は
す
べ
て
障
実
者

と
み
な
さ
れ
、
雇
用
の
対
象
と
な

障
害
者
福
祉

て
、
公
の
責
任
で
何
ら
か
の
生
産

的
で
収
入
を
と
も
な
う
仕
事
」
を

提
供
す
る
も
の
で
、
ふ
つ
う
の
人

の
三
分
の
Ｉ
て
い
ど
の
作
業
能
力

の
あ
る
人
々
に
対
し
て
は
、
最
低

賃
金
以
上
の
賃
金
を
保
証
す
る
の

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
考
え

方
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と

も
歴
史
の
古
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
保

護
雇
用
の
例
を
と
り
あ
げ
て
み
よ

日

　

本

　

と

　

外

な
る
。

　

「
雇
用
割
当
制
度
」
の

　

対
象
と
な
る
障
害
者

　

こ
う
し
た
雇
用
割
当
制
度
の
対

象
に
な
る
障
害
者
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
、

　
　

「
外
傷
、
疾
病
、
先
天
性
不
全

等
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
障
害

が
な
け
れ
ば
、
そ
の
年
齢
、
経
験

い
る
。
作
業
能
力
は
お
よ
そ
ふ
つ

う
の
三
分
の
Ｉ
て
い
ど
以
上
あ
る

が
。
一
般
雇
用
の
対
象
に
な
ら
な

い
咀
度
障
害
者
で
、
レ
ン
プ
ロ
イ

公
社
に
雇
わ
れ
た
場
合
、
賃
金
は

最
低
賃
金
以
上
、
労
働
時
間
は
週

四
〇
時
間
、
社
会
保
険
も
加
入
で

き
、
労
働
組
合
へ
の
加
入
も
み
と

め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
約
八
十

―
1
1
1
1
1
1
1
1
j
l
～
―
1
1
1
1
1
1
j

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

外
国
③
一

日
本
福
祉
大
学
教
授
児

　

島

　

美
都
号

る
。

　

ま
た
西
ド
イ
ツ
で
は
、

　
　

「
障
害
の
原
因
、
種
類
を
と
わ

ず
、
す
べ
て
の
電
度
障
害
者
に
雇

用
、
労
働
を
保
障
す
る
」
と
い
う

考
え
方
が
と
ら
れ
て
い
る
。

最
低
賃
金
以
上
保
障

す
る
保
護
雇
用
制
度

　

こ
う
し
た
脈
用
割
当
制
度
と
へ

う
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
般
雇
用
施

策
と
し
て
、
割
当
雇
用
制
度
の
ほ

か
に
、
駐
車
場
の
番
人
や
乗
客
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運
転
者
は
、
障

害
者
以
外
は
つ
け
な
い
職
種
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

保
護
雇
用
に
つ
い
て
は
、
独
特

の
レ
ン
プ
ロ
イ
公
社
が
あ
る
。
一

九
四
四
年
の
障
害
者
畷
用
法
に
も

一
か
所
、
八
千
人
が
働
い
て
い
る
。

レ
ン
プ
ロ
イ
は
労
鋤
大
臣
が
所
管

す
る
公
営
企
業
で
、
赤
字
が
で
た

と
き
は
国
が
補
助
金
を
だ
す
。
こ

の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
地
方
自

治
体
及
び
民
間
団
体
に
よ
る
保
護

工
場
か
あ
っ
て
、
保
護
雇
用
を
実

施
し
て
い
る
。
レ
ン
プ
ロ
イ
公
社

の
歴
史
は
古
く
、
パ
こ

・
コ
ロ
ニ
ー
と
な
ら
ん
で
わ
が
国

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
二
％
の
割
当

雇
用
と
と
も
に
保
護
雇
用
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
九
年
の
社

会
雇
用
法
に
も
と
づ
く
も
の
で
、

対
象
は
身
体
・
精
神
の
ほ
か
、
ア

ル
中
や
刑
余
者
も
含
ん
で
い
る
。

　

社
会
雇
用
の
実
施
主
体
は
地
方

自
冶
体
ま
た
は
財
団
で
、
国
は
社

会
雇
用
工
場
に
対
し
て
設
備
費
、

人
件
費
や
障
害
労
働
者
の
賃
金
補

助
を
行
な
う
。
そ
の
額
は
、
七
五

～
九
〇
％
と
高
い
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
九
七
七
年
七

月
一
日
か
ら
、
社
会
雇
用
に
働
く

人
々
も
ふ
つ
う
の
企
業
で
働
く
人

々
と
同
等
の
賃
金
を
う
け
と
る
権

利
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
法
律
が

で
き
た
た
め
、
社
会
雇
用
工
場
は

一
般
企
業
へ
の
雇
用
の
ス
テ
″
プ

で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
定
着
し

た
職
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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い
．

　
　
　
　
　
　
　

に
ふ
さ
わ
し
い
職
に
つ
き
ヽ
な
い
い
こ
う
し
て
と
ら
れ
て
い
る
の
が
と
づ
く
も
の
で
ヽ
職
安
に
登
録
さ
の
コ
ロ
ニ
ー
運
動
な
ど
に
も
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

西
ド
イ
ツ
で
は
、
守
ら
な
い
と
し
は
勤
務
を
つ
づ
け
、
あ
る
い
は
保
護
雇
用
制
度
で
あ
る
．
保
護
顕
れ
た
障
害
者
（
精
神
、
精
溥
、
内
な
彫
響
を
お
よ
ば
し
て
い
る
．
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（第三種郵便物認可）第６４号療医とやじんか日９８１年４月１
１（５）

　

一
面
所
報
の
よ
う
に
、
地
域
難
病
連
連
絡
会
は
、
第
十
回
全

国
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
の
二
日
間
に
わ
た
る
討
議

の
結
果
に
つ
い
て
、
別
項
の
よ
う
な
「
ま
と
め
」
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
（
原
文
の
ま
ま
）

　

地
域
難
病
連
連
絡
会
は
、
単
に
、

各
活
動
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
全
国

の
地
域
難
病
連
が
社
会
情
勢
に
見
合

っ
た
活
動
を
行
な
え
る
よ
う
な
組
織

と
し
て
定
善
す
る
た
め
に
、
第
十
回

全
国
交
流
会
の
意
見
交
換
に
基
づ
い

て
、
次
の
こ
と
を
「
ま
と
め
」
と
し

て
確
認
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
ま
た
、
各
地

域
難
病
連
関
の
日
篇
交
流
の
不
足
を

早
急
に
解
消
し
て
い
く
こ
と
も
咀
要

な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
に
は
、
い
く
つ
も
の
課
題

が
山
積
さ
れ
て
い
る
が
、
一
度
に
そ

の
全
て
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
そ
の
ど
の
課
題
も
、

急
を
要
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
粘

り
強
く
、
一
つ
一
つ
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
、
力
を
合
せ
、
誠
意
を
も

っ
て
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
　

※
※
※
※

て
第
十
回
全
国
交
流
会
は
、
国
際

　

障
害
者
年
を
反
映
し
、
難
病
運
動

　

に
と
っ
て
、
重
要
な
会
議
と
な
っ

　

た
。

　
　

ま
た
、
令
難
連
、
全
患
連
も
、

　

終
始
こ
の
交
流
会
に
同
席
、
参
加

　

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
交
流

　

会
は
、
従
来
の
地
域
難
病
連
関
の

　

交
流
だ
け
の
も
の
と
は
違
っ
た
役

　

割
と
性
格
を
待
っ
た
。

二
、
地
域
難
病
連
連
絡
会
は
、
交
流

　

会
だ
け
で
な
く
、
一
つ
の
組
織
を

　

志
向
す
る
腱
望
を
も
っ
て
活
動
を

　

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

　

た
。

　

①
各
組
織
は
事
鵬
連
絡
分
担
金
と

　
　

し
て
、
年
額
五
千
円
を
拠
出
す

　
　

る
、
と
い
う
申
し
合
せ
を
実
行

　
　

す
る
こ
と
。

　

②
組
織
の
運
営
と
活
動
の
た
め
に

　
　

幹
事
団
体
（
若
干
）
を
置
き
、

　
　

協
議
を
し
て
、
こ
れ
に
あ
た
る

　
　

こ
と
と
す
る
。

　

③
幹
事
団
体
の
中
か
ら
事
務
局
団

　
　

体
を
選
出
し
、
日
常
の
連
絡
を

　
　

行
な
う
こ
と
と
す
る
。

　

④
地
難
連
各
団
体
間
の
相
互
援
助

　
　

と
協
力
を
具
体
的
に
す
す
め
る

　
　

方
法
を
検
討
す
る
。

　
　

Λ
例
え
ば
、
各
団
体
の
組
織
強

　
　
　

化
の
努
力
を
失
わ
せ
な
い
範

　
　
　

囲
に
お
い
て
、
結
成
間
も
な

　
　
　

い
団
体
（
各
県
）
の
全
国
交

　
　
　

流
会
参
加
へ
の
資
金
援
助
な

　
　
　

ど
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　

い
。
そ
れ
に
は
、
ま
た
、
地

　
　
　

羅
連
自
体
の
財
政
の
確
立
、

　
　
　

運
動
の
確
立
も
検
討
し
な
け

　
　
　

れ
ば
な
ら
な
い
▽

　

⑤
患
者
運
動
の
統
一
を
め
ざ
し
て

　
　

全
難
連
、
全
忠
連
と
の
共
同
行

　
　

動
を
つ
み
あ
げ
て
い
く
。

三
、
令
難
連
の
国
会
請
願
署
名
に
つ

　

い
て
は
、
各
地
域
難
病
連
で
、
実

　

情
と
必
要
に
応
じ
て
、
協
力
を
す

　

る
。
（
但
し
、
全
国
患
者
家
族
集

　

会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

　

成
功
の
た
め
の
署
名
運
動
を
、
夏

　

か
ら
秋
へ
か
け
て
、
全
国
一
斉
に

　

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

　

と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
）

四
、
国
際
障
害
者
年
に
関
し
て
、
次

　

の
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

①
―
ゆ
た
か
な
医
療
と
福
祉
を
め

　

ざ
す
Ｉ
第
二
回
全
国
思
者
・
家

　

族
集
会
を
年
内
に
開
催
す
る
こ

　

と
、
及
び
、
実
行
委
員
会
を
至

　

急
、
再
開
す
る
こ
と
を
関
係
各

　

団
体
に
よ
び
か
け
る
。

　
　

第
二
回
全
国
集
会
の
開
催
に

　

関
し
て
は
、
全
難
連
、
全
患
連

　

も
こ
れ
に
同
意
し
た
こ
と
を
明

　

記
す
る
。
ま
た
、
開
催
そ
の
も

　

の
に
つ
い
て
は
、
第
九
回
全
国

　

交
流
会
で
す
で
に
決
議
さ
れ
て

　

い
る
こ
と
も
明
記
す
る
。

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
及
び
関
連

　

法
等
の
改
正
運
動
に
つ
い
て
は

　

基
本
的
方
向
と
し
て
、
別
表
改

　

正
方
式
や
疾
病
、
障
害
名
に
よ

　

る
追
加
方
式
で
は
な
く
、
ｉ

　

害
暫
の
権
利
官
戸
。
国
際
障
一

　

害
者
年
行
動
計
戸
に
全
面
的

　

に
喰
う
も
の
と
な
る
こ
と
を
め

　

ざ
す
も
の
と
す
る
。

③
都
濃
府
県
、
市
町
村
自
冶
体
、

　

お
よ
び
議
会
へ
の
働
き
か
け
を

　

各
難
病
連
が
一
斉
に
行
な
う
。

　

そ
の
方
法
、
文
章
等
は
、
各
組

　

織
間
で
検
討
す
る
が
、
参
考
と

　

な
る
も
の
を
配
布
す
る
。
（
具

　

体
的
に
は
、
各
議
会
決
議
に
よ

　

る
、
総
理
大
臣
、
厚
生
大
臣
、

　

自
治
大
臣
あ
て
の
憲
見
書
）

東
京
都
！
矛
国
に
対
し
て

　

難
病
対
策
強
化
の
意
見
書
提
出

　

都
議
会
は
昨
年
末
、
国
に
対
し
て

難
病
対
策
の
法
的
強
化
を
求
め
る
意

見
書
を
採
択
、
総
理
大
臣
、
厚
生
大

臣
、
自
治
大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
狛
汀
難
病
患
者
と
家
族

の
会
」
（
原
た
か
会
艮
）
の
陳
情
に

応
え
た
も
の
で
、
国
の
対
応
が
注
目

さ
れ
ま
す
。
（
憲
見
書
・
別
項
）

　
　

難
病
対
策
の
抜
本
的
強
化

　
　

拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

難
病
の
多
く
は
、
原
因
の
究
明
が
不
十
分
で
あ
り
、
治
療
も
い

ま
だ
に
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
患
者
と
そ
の
家
族
は
、
堪
え
難
い

苦
し
み
と
生
活
上
の
困
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
現
行
身
体
障
害
者
渚
法
の
も
と
で
は
、
そ
の
施
策
の

適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
は
ご
く
一
部
に
す
ぎ
ず
、
多
く
の
難
病

患
者
が
法
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
国
際
連
合
の
『
障
嘗
者
の
権
利

富
言
』
及
び
r
国
際
障
害
者
年
」
に
関
す
る
決
議
で
は
、
障
害
者

の
定
ａ
を
幅
広
く
と
ら
え
て
お
り
、
我
が
国
に
お
け
る
難
病
患
者

に
対
す
る
行
政
施
策
の
抜
本
的
強
化
対
策
を
確
立
す
べ
き
方
途
を

示
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
東
京
都
議
会
は
、
政
府
に
お
い
て
、
難
病
患
者
を
法

に
基
づ
く
諸
施
策
の
対
象
と
す
る
た
め
に
、
現
行
身
体
障
害
者
関

連
諸
法
の
改
正
、
若
し
く
は
新
た
な
立
法
措
置
を
講
じ
、
こ
れ
ら

患
者
に
対
す
る
福
祉
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
謂
す
る
。

　

右
地
方
自
治
法
第
九
卜
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
W
|

提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
議
会
議
長

　

高
橋
一
郎

　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
大
臣
・
自
治
大
臣
あ
て



（４）

-

９８１年４月１日
１療医とやじんか第６４号（第三種郵便物認可）

全交災が

=･■a一■■■

四
労
災
打
ち
切
り
に
抗
議

労働省

　

労
災
保
険
法
（
労
働
者
災
害
補
價

保
険
法
）
の
五
十
一
年
改
正
で
、
長

期
傷
病
補
價
年
金
に
蕃
え
て
「
筋
病

補
價
年
金
」
を
新
設
し
、
被
災
労
働

者
を
こ
の
年
金
に
ふ
り
分
け
る
た

め
、
す
べ
て
の
労
災
患
者
に
届
書
、

報
告
書
を
提
出
さ
せ
、
「
年
金
」
に

移
行
さ
せ
て
企
業
か
ら
解
雇
す
る
、

こ
の
届
書
、
報
告
書
の
提
出
に
応
じ

た
者
の
う
ち
、
給
付
の
「
打
切
り
」

を
さ
れ
た
折
が
約
五
〇
八
－
セ
ン
ト

以
上
に
の
ぱ
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
全
交
災
や
全
国
労
災

・
職
業
病
対
策
実
行
委
員
会
は
、
大

衆
行
動
と
裁
判
闘
争
で
、
こ
の
報
告

書
は
年
金
か
否
か
を
判
断
す
る
だ
け

で
、
「
治
ゆ
、
打
切
り
」
な
ど
の
目

簿知

行
政
の
ズ
サ
ン
な
対
応
つ
く

的
に
使
用
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
政
府
・
労
働
省
と
文
書

で
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
確
認

に
も
と
づ
い
て
、
労
働
省
の
労
災
患

者
に
対
す
る
不
利
益
扱
い
の
乱
発
は

阻
止
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
十
一
月
、
労
働

省
は
全
国
労
働
基
準
局
長
会
議
を
緊

急
に
開
催
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
急

増
し
つ
つ
あ
る
労
働
災
害
に
対
処
す

る
た
め
「
高
い
給
付
水
準
の
も
と
で

ゆ
が
め
ら
れ
た
保
険
給
付
が
拡
大
し

て
い
る
」
と
し
て
、
「
療
養
給
付
の

適
正
化
≒
給
付
の
公
平
性
の
確
だ

の
た
め
厳
正
に
対
処
せ
よ
と
大
号
令

を
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
う
け
て
各
地
方
局
は
、
昨

年
十
月
頃
か
ら
労
災
患
者
の
げ
ス

ト
ア
ｙ
プ
”
を
完
了
、
監
察
官
が
こ

れ
に
も
と
づ
い
て
医
療
機
関
に
症
状

調
査
、
冶
療
の
見
込
み
は
と
か
、
後

遺
障
害
等
級
は
何
級
位
で
は
な
い
か

と
医
師
に
不
当
な
示
唆
を
行
っ
た
り

　

（
東
京
）
、
医
療
機
関
に
対
し
て
い

っ
せ
い
に
検
査
を
依
頼
、
検
査
デ
ー

タ
で
チ
；
ク
で
き
な
い
者
は
届

ゆ
・
打
切
り
」
と
し
た
り
（
広
島
）

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

京
都
、
大
阪
、
愛
知
に
も
拡
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
全
交
災

は
、
三
月
十
三
日
に
労
働
省
交
渉
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

交
渉
の
な
か
で
当
局
側
は
、
①
事

前
に
手
渡
し
て
あ
る
要
請
項
目
は
検

討
し
て
い
な
い
、
し
た
が
っ
て
回
答

は
あ
い
ま
い
②
管
理
課
、
補
償
課
の

課
長
は
出
て
こ
な
い
⑤
昨
年
来
要
求

を
提
出
し
て
あ
る
各
４
の
患
者
の
個

別
事
案
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
④
地
方

局
が
行
な
っ
て
い
る
打
切
り
症
状
調

査
は
本
省
が
指
示
し
て
い
る
の
で
は

な
い
⑤
届
書
、
報
告
書
を
も
と
に
症

状
調
査
（
給
付
打
切
り
）
に
便
わ
な

い
と
い
う
全
交
災
と
の
確
認
文
書

が
、
事
務
連
絡
さ
れ
て
い
な
い
の
は

至
急
連
絡
し
周
知
徹
底
さ
せ
る
Ｉ

な
ど
行
政
側
の
ズ
サ
ン
さ
が
い
く
つ

か
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
交
渉
後
の
総
括

で
、
①
本
省
と
地
方
局
の
対
応
の
喰

限
・
事
前
に
渡
し
て
あ
る
要
求
書
は
Ｉ

で
各
地
方
組
織
が
奮
闘
す
る
こ
と
を

ち
か
い
ま
し
た
。

い
違
い
を
、
こ
ん
ご
地
方
闘
争
で
明
［

’
？
…
’
５
１
Ｆ
Ｉ
‐
卜
ｌ
ｙ

ら
か
に
し
て
い
く
②
陳
情
団
に
対
す

る
無
責
任
な
対
応
（
人
数
・
時
間
制
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日
患
同
盟
、
全
患
協
、
全
日
本
国

立
医
療
労
働
組
合
（
全
医
労
）
の
三

団
体
代
表
が
三
月
二
十
日
、
厚
生
省

に
お
も
む
き
田
中
医
務
局
長
に
「
国

立
医
療
機
関
の
大
幅
増
員
、
設
備
改

善
を
求
め
る
要
請
書
」
を
手
渡
し
、

早
急
に
改
善
す
る
よ
う
も
と
め
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
三
団
体
が
要
請
し
た
事

項
は
、
①
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養
所
、

結
核
療
養
所
の
慢
性
的
医
師
不
足
を

早
急
に
解
決
す
る
こ
と
、
②
看
護
婦

の
二
人
夜
動
の
完
全
実
施
と
月
八
日

以
内
に
す
る
た
め
の
増
員
を
は
か
る

こ
と
、
⑤
敷
布
団
、
掛
布
団
、
毛
布
、

枕
を
少
な
く
と
も
年
一
回
交
換
し
、

三
年
毎
の
更
新
を
は
か
る
と
と
も
に

寝
具
類
の
内
容
改
善
を
は
か
る
こ

と
、
④
賃
金
職
員
の
不
当
な
「
任
用

中
断
し
を
中
止
し
、
全
員
定
員
化
を

は
か
る
こ
と
、
⑤
週
休
二
日
制
は
増

員
に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
、
⑥
立

ち
お
く
れ
て
い
る
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療

養
所
の
整
備
促
進
と
、
未
整
備
療
養

所
の
整
備
を
は
か
る
こ
と
の
六
項
目

で
す
。

　

各
団
ぼ
代
表
の
要
望
に
た
い
し
局

長
は
、
「
定
員
削
減
な
ど
き
び
し
い

面
は
あ
る
が
、
医
師
、
看
護
婦
増
員

を
ふ
く
め
努
力
を
つ
づ
け
た
い
」
と

回
答
し
ま
し
た
。

▲
田
中
医
務
局
長
（
左
端
）
に

　

国
立
医
療
機
関
の
職
員
増
な

　

ど
を
要
求
す
る
三
団
体
代
表
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「
今
年
は
、
こ
ん
な
に
ベ
ン
ジ
ン
が

　

残
っ
た
な
」

「
例
年
に
な
く
寒
か
っ
だ
の
に
、
お

　

互
い
に
調
子
が
良
か
っ
た
ん
で
す

　

ね
」

［
こ
の
調
子
だ
と
、
今
年
の
夏
は
、

　

カ
イ
ロ
を
使
っ
て
汗
だ
く
に
な
ら

　

ず
に
す
み
そ
う
だ
な
］

「
あ
れ
か
ら
、
何
年
に
な
る
か
し
ら
」

「
俺
は
、
四
十
六
年
の
三
月
だ
か
ら
、

　

丁
度
十
年
に
な
る
な
」

「
私
は
、
翌
年
の
三
月
だ
か
ら
、
九

　

年
だ
わ
」

　

冬
物
と
、
春
物
衣
類
の
入
れ
換
え

を
し
な
が
ら
、
一
年
分
買
い
置
い
た
、

カ
イ
ロ
用
ベ
ン
ジ
ン
の
残
り
を
帥
に

し
て
の
、
私
た
ち
夫
婦
の
さ
さ
や
か

な
、
よ
ろ
こ
ぴ
の
会
話
で
す
。

　

私
は
冷
え
る
と
い
た
む
、
肩
と
背

中
に
、
妻
は
、
足
と
腰
に
、
夏
で
も

カ
イ
ロ
を
入
れ
て
来
た
長
い
年
月
を

お
も
い
、
お
互
い
ほ
っ
と
し
た
、
ひ

と
と
き
で
す
。

麟

;

g?

卜赳………
．

　

＿

　

＿

　

私
達
の
症
状
は
、
な
か
な
か
急
に

は
、
良
く
な
り
ま
せ
ん
が
、
良
い
期

間
を
か
け
、
少
し
づ
つ
で
す
が
、
者

実
に
回
復
し
て
い
る
の
も
ま
た
、
事

実
で
す
。

　

昨
年
の
今
頃
と
比
較
し
て
、
昨
年

出
来
な
か
っ
た
何
か
が
、
今
年
は
出

来
る
、
そ
ん
な
日
常
生
活
の
一
動
作

に
、
来
年
こ
そ
は
、
き
っ
と
も
う
少

　

現
在
私
の
傷
病
名
は
、
「
外
傷
性

頚
部
症
候
群
」
、
妻
は
、
「
左
腰
骨

神
経
損
傷
、
左
足
関
節
捻
挫
、
腰
痛

症
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
十
年
間
に
は
、
『
冶

療
』
、
「
生
活
」
そ
し
て
「
仕
事
」

等
々
、
次
々
と
問
題
が
起
り
ま
し
た
。

　

先
づ
私
か
、
ぶ
つ
か
っ
た
の
は
、

医
療
の
問
題
で
す
。
い
く
ら
自
分
の

私
に
は
、
共
に

闘
え
る
仲
間
が
い
る

(上)

－
1
0
年
の
苦
し
み
を

　
　
　
　

乗
り
こ
え
て
Ｉ

　

全
国
交
通
・
労
働
災
害
対
策
協
議
会

　
　
　

会
長
藤
田
恵

　

一

し
良
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い

つ
か
必
ず
働
け
る
様
に
な
る
と
信
じ

て
、
毎
日
を
送
っ
て
い
る
私
た
ち
で

す
。

　

私
は
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
信

号
で
停
車
中
に
、
い
ね
む
り
運
転
の

車
に
追
突
さ
れ
、
妻
は
、
翌
年
の
三

月
、
階
段
か
ら
足
を
ふ
み
は
ず
し
転

落
、
共
に
動
務
中
の
事
故
で
、
序
餐
、

休
業
中
で
す
。

症
状
を
訴
え
て
も
、
Ｘ
線
、
脳
波
等

の
検
査
で
、
大
し
た
異
状
が
な
い
と

云
う
こ
と
で
、
痛
み
止
め
の
注
射
と

薬
を
く
れ
る
だ
け
で
、
相
手
に
さ
れ

ま
せ
ん
。
「
い
つ
ま
で
、
い
た
い
、

い
た
い
と
云
っ
て
い
る
の
か
、
も
う

治
っ
て
い
る
」
と
医
師
に
云
わ
れ
、

妻
か
ら
も
「
働
く
気
が
あ
る
の
で
す

か
」
と
せ
め
ら
れ
、
離
婚
話
し
が
、

妻
の
姉
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
始
末
で

す
。

　

も
ち
ろ
ん
加
書
者
か
ら
は
、
や
い

の
や
い
の
と
、
示
談
の
さ
い
そ
く
で

す
。
示
談
を
し
な
け
れ
ば
、
金
を
払

わ
な
い
と
云
う
こ
と
で
す
。
乙
荘
か

ら
も
、
退
職
の
勧
告
を
受
け
、
次
か

ら
次
え
と
問
題
が
押
し
か
け
て
来
ま

す
。
私
は
、
や
け
に
な
り
、
示
談
の

金
を
慰
謝
料
と
し
て
妻
に
払
い
離
婚

し
、
ふ
荘
も
退
職
し
よ
う
と
決
心
し

ま
し
た
。

　

妻
が
事
故
に
あ
い
入
院
し
た
の

は
、
協
議
離
婚
の
書
類
の
作
成
の
た

め
妻
の
姉
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
矢
先
の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
も
、
鰹
い
捻
挫
と
思
い
、
一

医
師
か
ら
も
、
「
ギ
ブ
ス
は
、
歩
い

て
も
良
い
様
に
躇
を
つ
け
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
痛
み
が
と
れ
た
ら
、
少
し

づ
つ
歩
き
な
さ
い
、
ギ
ブ
ス
は
、
三

週
間
で
取
り
ま
す
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
痛
み
は
と
れ
ず
、
歩
く

こ
と
が
出
来
な
い
と
云
う
妻
に
、
あ

ま
え
て
い
な
い
で
、
が
ま
ん
し
て
歩

き
な
さ
い
と
云
う
医
師
、
と
う
と
う

三
週
間
一
歩
も
歩
け
ず
、
ギ
ブ
ス
を

は
ず
し
て
み
る
と
、
足
関
節
に
、
相

当
の
内
出
血
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

以
来
私
達
の
、
文
字
通
り
の
二
人

三
脚
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
次
号
に
つ
づ
く
）

日

　

時５月８日(勿午後6時30分～8時30分

会

　

場東京都障害者福祉会館

　　　　　

港区芝5－18－2

　　　　　　

電話03(455)6321

　　　　　　

交通国電田町駅

　　　　　　　　　　

郁営地下鉄三田駅下車

パネラー麻生譲氏

　　　　　　　

(全国心臓病の子供を守る会)

　　　　　

上田昭氏

　　　　　　　

(全国腎臓病忠者連絡協議会)

　　　　　

江川広志氏(日本患者同盟)

　

(司会)調一興氏(東京コロニー)

受

　

付当日会場で受付けます。参加自由

国際障害者年記念

　　　　

パネルディスカッション

｢内部障害者のあすを考える｣

　　　　　　　　　

主催・東京都障害者福祉会館

　　

昭和56年は国際障害者年です。これは障害

　

者の｢完全参加と平等｣を実現させるため、国

　

連で決議されたもので、世界各国がその実現

　

をめざして取り組んでいます。

　　

今回のパネルディスカッションは、障害者

　

自身がパネラーとなり、自分達のかかえてぃ

　

る問題を提起し､参加者とともに｢障害者のあ

　

す｣を考えてゆきます。
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不
安
な
将
来
の
年
金
受
給

年
金
・
高
齢
化
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査

　

総
理
府
は
二
月
十
四
日
、
「
年
金

・
高
齢
叱
問
題
に
閲
す
る
吋
論
調
査
」

の
結
穣
を
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
ぺ

　

こ
の
調
酉
は
昨
年
十
月
、
全
国
の

ニ
ト
歳
以
」
し
の
男
女
三
Ｆ
人
を
対
象

に
実
権
さ
れ
た
も
の
で
、
高
齢
化
社

会
の
到
来
を
控
え
て
、
国
民
の
汪
急

や
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
の
意
織
を

澗
肖
し
、
国
の
施
策
の
参
考
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

社
会
保
険
庁
は
、
二
月
末
に
国
民

年
忿
障
Ｉ
認
定
医
ブ
ロ
。
ク
会
・
議
を

開
き
ま
し
た
が
、
そ
の
会
議
に
「
国

民
年
金
に
お
け
る
障
害
給
付
の
現

状
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
障
害
年
金
受
給
権
者

が
拠
出
、
無
拠
出
あ
わ
せ
て
八
ト
ー
一

万
九
千
人
で
。
的
Ｉ
度
よ
り
三
万
八

Ｆ
人
増
え
て
い
る
こ
と
、
拠
出
制
障

一
年
急
受
給
権
酋
は
Ｉ
．
ト
ー
万
八
Ｆ

人
で
、
拠
出
制
乍
金
受
給
権
者
の
Ｉ
．
一

・
八
ら
を
し
め
て
い
る
こ
と
、
呻
七
‥

　

こ
の
調
査
結
囃
で
は
、
「
高
齢
化

時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」
・
。
十

分
な
限
金
が
も
ら
え
る
か
」
に
不
女

を
も
つ
人
が
二
六
％
も
お
り
、
「
税

金
の
負
批
が
増
え
る
’
「
保
険
料
が

増
え
る
」
こ
と
に
不
女
を
も
つ
人
が

そ
れ
ぞ
れ
一
双
％
も
い
ま
す
。
ま
た
。

　

　
1
1
即
金
財
政
が
苦
し
こ
な
る
‘
と
き

の
対
柔
に
つ
い
て
は
、
「
保
険
料
を

高
こ
す
る
」
二
九
％
、
「
支
綸
開
始

福
祉
Ｉ
金
の
受
給
権
乙
は
六
ト
．
．
万

人
で
、
福
祉
Ｉ
金
受
綸
㈲
者
の
一
四

洛
を
し
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
痢

　

障
害
の
種
類
で
は
、
障
害
年
金
で

総
合
認
定
≒
〇
・
三
％
）
、
岐
体

不
自
由
二
六
・
五
％
）
、
精
神
障

Ｉ
（
一
丁
八
％
）
、
硯
覚
障
害
（
．

丁
七
巴
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

障
Ｉ
福
祉
化
金
で
は
、
視
獄
障
責

問
神
薄
弱
、
肢
体
不
自
山
、
聴
覚
障

Ｉ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
．

年
齢
を
遅
く
す
る
し
一
五
％
、
「
Ｉ

金
額
を
減
ら
す
」
一
八
％
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

病
友
の
際
の
受
診
に
つ
い
て
は

　

『
弔
く
な
ら
な
い
と
か
か
ら
な
い
』

入
が
六
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

｣訟

　

障
害
等
級
で
は
、
拠
出
制
で
は
五

九
・
四
％
が
一
級
、
無
拠
出
は
七
九

・
だ
％
が
一
級
で
す
。

障
害
年
金
受
級
権
者
8
3
万
人

国
民
年
金
に
お
け
る
障
害
給
付
の
現
状

九
・
一
人
に
一
人
が
病
気

　

毎
乍
、
厚
生
省
が
ま
と
め
て
い
る

「
国
民
健
康
調
査
」
の
昭
和
八
１
　
四

年
の
結
果
が
甕
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
調
酉
結
渠
の
ｔ
な
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。
傷
病
者
の
い
た
世
帯
は
一
一

瓦
・
八
％
で
、
傷
病
指
数
は
世
帯
Ｑ

の
Ｉ
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
は
二
月
ト
九
日
、
昨
Ｉ
九

月
に
】
忖
な
っ
た
「
乳
幼
児
身
体
発
育

調
査
」
の
中
間
結
吸
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

こ
の
澗
政
は
一
般
調
査
［
生
ｍ
＋
　

四
］
以
上
こ
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
Ｉ
‘

歳
以
Ｌ
小
｝
校
就
学
前
の
幼
児
）
の

昭
和
五
十
四
年
・
国
民
健
康
調
査

　

有
病
率
は
Ｔ
Ｏ
九
一
四
（
国
民
九

・
一
人
に
一
件
）
で
、
性
別
で
は
男

が
九
九
こ
Ｉ
、
女
が
一
一
九
三
で
、

女
性
の
有
病
率
が
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
別
で
は
ト
八
歳
か
ら
一
石
四

歳
が
三
〇
・
七
の
有
病
率
で
最
も
低

く
、
七
ト
五
歳
以
Ｌ
が
四
〇
三
・
四

と
鳥
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

傷
病
別
で
は
循
環
系
疾
忠
、
呼
吸

対
象
酋
二
Ｉ
五
一
五
人
、
病
院
調
た

　

（
産
院
で
一
か
月
健
診
を
々
け
た
新

生
児
）
の
対
象
盾
四
一
尺
七
人
に
対

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
略
果
、
三
歳
呪
児
は
一
四
・

二
八
剱
（
十
年
前
の
調
酉
と
比
べ
て

〇
・
一
八
り
増
）
、
女
児
が
上
万

八
六
㎏
（
同
〇
・
四
八
幼
）
の
体
咀

で
、
身
長
は
三
歳
男
児
九
四
・
八
｛

　

（
同
Ｏ
・
四
t
)
'
女
児
が
九
＝
。
・

九
Ｊ
（
同
〇
・
九
Ｊ
）
と
な
っ
て
い

ま
笑

系
疾
患
、
消
化
系
疾
忠
、
筋
骨
格
系

及
び
結
合
組
織
の
疾
患
、
損
傷
及
び

中
心
、
神
経
系
及
び
感
覚
器
疾
忠
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
傷
病
肴
の
う
ち
』
。
床
に
就

か
な
か
っ
た
」
人
は
七
五
・
八
％
で

す
が
、
傷
病
昔
の
う
ち
「
普
通
の
と

お
り
什
嘔
を
し
た
」
人
は
六
二
・
Ξ

％
で
、
「
令
く
仕
嘔
を
し
な
か
っ
た
」

人
が
二
二
・
五
％
も
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
運
動
の
機
能
を
み
る

と
、
「
首
の
す
わ
り
」
が
生
後
四
～

瓦
か
月
の
引
児
の
九
〇
％
以
」
が
可

能
で
、
「
ね
が
え
り
」
は
七
陸
ハ
～

七
か
月
の
乳
児
の
九
〇
％
以
≒
「
ひ

と
り
す
わ
り
」
八
～
九
か
月
、
「
ひ

と
り
歩
き
」
生
後
一
墜
一
Ｖ
円
か
月

の
児
の
九
〇
％
以
卜
か
４
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

三
歳
男
児
の
体
重
1
4
・
2
8
に
り

乳
幼
児
身
体
発
育
調
査
中
間
結
果
報
告



（第三種郵便物記可）第６４号療医とやじんか日９８１年４月１
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医
療
法
の
「
改
正
」

　

い
ま
開
か
れ
て
い
る
国
会
に
厚
生

省
は
、
医
療
法
の
「
改
正
案
」
を
提

出
す
る
と
園
田
厚
生
大
臣
は
明
一
ｇ
し

ま
し
た
。
そ
の
作
吏
は
急
が
れ
「
医

療
法
の
改
正
案
曹
綱
」
も
で
き
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
「
国
民
の
医
療
の

確
傑
を
図
る
た
め
の
都
恣
町
県
医
療

計
画
の
策
定
及
び
医
瞭
法
人
の
指
導

監
何
等
の
整
備
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
患
者
へ
の
影
響
は
ど
う
向

事
は
医
療
の
根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と

で
あ
る
だ
け
に
、
弔
視
し
て
患
者
本

位
の
医
療
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
と

り
く
む
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。

　

「
改
正
」
の
目
的

　

医
療
法
、
医
師
法
は
医
療
の
分
野

で
は
】
般
に
は
「
憲
法
的
」
な
性
格

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
唄
要
な
役
割
を
も
つ
医

療
法
の
「
改
正
案
」
を
、
な
ぜ
急
い

で
今
国
会
に
提
出
し
よ
う
と
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
推

測
で
き
る
第
　
　
　
は
、
埼
玉
県
所
沢
市

内
の
芙
蓉
会
産
婦
人
科
病
院
や
二
示

そ
の
内
容
と
目
的

都
十
企
会
病
院
事
件
、
第
二
は
、
医

療
は
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り

放
置
で
き
な
い
こ
と
、
第
三
は
、
政

治
の
反
動
化
、
と
り
わ
け
医
療
の
統

制
と
医
僚
の
軍
事
化
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
一
、
第

二
を
好
機
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
国
民
の
目
が
第
て
第
二

に
注
が
れ
て
い
る
だ
け
に
、
政
府
は

こ
れ
を
た
く
み
に
利
用
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
現
れ
は
三
省
大
臣

　

（
厚
生
、
大
蔵
、
警
察
庁
）
の
協
議

に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
改
正
」
の
内
容

　

厚
生
省
の
「
改
正
案
」
の
内
容
は

い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
改
正
の
要
点
と
し
て
第
一
に
「
都

濃
府
県
に
医
療
計
画
」
を
立
て
る
こ

と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
①
医
療
の
確
保
の

基
本
方
針
に
関
す
る
事
項
、
②
医
鍛

圏
に
関
す
る
事
項
、
の
必
９
病
床
数

の
設
定
、
④
医
療
施
設
相
互
の
機
能

連
け
い
事
項
、
⑤
医
療
従
事
者
の
確

保
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に

再
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
、

都
道
府
県
知
事
は
医
療
に
関
す
る
専

門
的
科
学
的
知
見
に
も
と
づ
い
て
、

診
療
及
び
調
剤
に
関
す
る
学
識
経
験

者
の
団
体
の
意
Ｑ
を
聞
い
て
計
画
を

立
て
る
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
園
田

厚
生
大
臣
は
、
患
者
代
表
の
声
も
聞

く
事
を
明
一
回
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
は
、
医
僚
法
人
（
民
間
）
の

指
導
監
督
規
定
等
の
整
備
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
電
点
は
む
し
ろ
第
一
よ
り

第
二
に
お
か
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
内
容
は
、
医
療
法
人
の
役
員

の
欠
格
事
項
並
び
に
理
事
及
び
監
事

の
定
数
を
定
め
、
医
寮
法
人
の
管
理

者
は
す
べ
て
理
事
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
、
と
し
て

い
ま
す
。

　

唄
視
す
べ
き
こ
と
は
、
都
濃
府
県

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
医
療
法
人
に
立
入
検
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
の

運
営
が
法
令
違
反
等
適
正
を
欠
く
と

認
め
る
と
き
は
、
必
要
な
男
置
を
命

じ
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当

該
医
療
法
人
の
役
員
の
解
任
等
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
、

と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

医
療
統
制
が

真
の
ね
ら
い

　

今
回
の
「
改
正
案
」
で
と
く
に
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
二
唄
点
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
「
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
」
、
「
法
令
違
反
等
滴

正
を
欠
く
と
認
め
る
と
き
≒
「
必

要
な
措
置
を
命
じ
～
「
役
員
の
解

任
等
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
」
等
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
そ
の
判
断
の
基
準
は
ど
こ
に
お
く

の
か
、
き
わ
め
て
咀
要
な
こ
と
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
法
が
昭
和
十
七
年
に
制
定
さ

れ
、
内
務
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
も

の
を
、
新
憲
法
に
も
と
づ
き
二
十
三

年
と
三
十
七
年
に
改
正
し
、
そ
の
後

三
十
八
年
に
医
９
制
度
調
査
会
か
ら

医
療
制
度
全
般
に
つ
い
て
改
魯
の
基

本
方
策
に
関
す
る
答
申
が
出
さ
れ
な

が
ら
も
放
置
し
て
き
た
も
の
を
、
急

い
で
「
改
正
」
す
る
背
景
に
は
、
医

僚
の
官
僚
統
制
に
あ
る
こ
と
を
見
逃

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
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【
２
月
】

▼
４
日
厚
生
省
は
Ｉ
老
人
保

健
法
案
」
の
骨
Ｆ
を
発
表

▼
1
0
日
社
会
保
険
審
議
会
は

政
管
健
保
の
保
険
料
率
を
三
月

か
ら
八
・
四
％
に
引
き
上
げ
る

な
ど
を
答
申

▼
1
0
日
厚
生
省
は
五
十
四
年

度
の
「
薬
局
モ
ニ
タ
ー
情
如
ご

を
発
表
。
一
年
間
に
副
作
用
の

疑
い
の
あ
っ
た
事
例
が
千
四
百

件
に
の
ぼ
る
と
報
告

▼

1 2
日
日
経
連
は
、
昭
和
五

十
四
年
度
の
「
福
利
厚
生
費
調

査
結
果
」
を
ま
と
め
、
福
利
費

が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
と
報
告

▼

1 2
日
厚
生
省
は
、
二
月
末

ま
で
に
心
身
障
害
児

・

精
薄
者

の
福
祉
対
策
を
推
進
す
る
た
め

と
し
て
マ
心
身
障
害
児
（
者
）
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．
．
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．
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．
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調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
一

ら
か
に
し
た

明f

･11･･II...･･S

▼
1
4
日
総
理
府
は
、
昨
年
十

月
に
全
国
で
行
な
っ
た
「
年
金

・
高
齢
化
問
題
に
関
す
る
世
論

調
査
J
　
J
S
果
を
尭
表

▼
2
0
日
厚
生
省
、
「
医
療
一

一
〇
番
」
の
第
四
次
集
計
結
果

を
発
表
。
相
談
件
数
は
大
幅
に

減
っ
た

▼
2
5
日
中
Ｅ
協
全
員
懇
談
会

で
日
医
を
代
表
す
る
委
員
五
氏

は
連
名
で
「
手
術
料
を
二
倍
に

引
き
」
げ
る
」
な
ど
の
え
解
を

発
表

▼
2
5
日
厚
生
省
医
道
審
議
会

は
、
北
野
千
賀
子
富
士
見
産
婦

人
科
病
院
長
な
ど
五
人
の
行
政

処
分
を
決
め
た

▼
2
6
日
衆
議
院
予
算
委
員
会

は
福
祉
問
題
で
集
中
審
議
を
行

な
っ
た

ｙ
2
6
日
日
患
同
盟
、
保
団
連
、

日
本
医
労
協
な
ど
医
療
関
係
団

体
は
、
「
医
震
荒
廃
打
破
、
診

療
報
酬
緊
急
改
善
医
療
団
体
総

決
起
集
心
ご
を
開
催
し
た

V
2
8
日
厚
生
省
「
肝
炎
連
絡

協
議
会
」
は
報
告
会
を
開
き
、

　

「
Ｂ
型
肝
炎
医
療
磯
関
内
感
染

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表
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第６４号（第三種郵便物認可） か

全国患者団体連絡協議会加盟組織

〈互療会〉

〒105港区西新橋3－1ト10原色版印刷内

　　　

00 3(433)1 6 4 1

〈全国交通労働災害対策協議会〉

〒171豊鳥区西池袋１－４－５

　　　

き0 3(982)7 3 6 1

〈全国腎臓病息者連絡協議会〉

〒161新宿区下落合3-15-29田沼ビル(第二)

　　　

O 0 3(952)5 3 4 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101千代田区神田北乗物町17北乗ピル

　　　

n 0 3(256}8 4 2 4

〈全国ハンセン氏病息者協議会〉

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

00423(94)1 5 7 1

〈全国職業性有害物障害息者協餓会〉

〒105港区西新橋２－２１－５

　　　

n 0 3(433)2 0 8 2

〈日本患書同盟〉

〒180-04清瀬市松山2-13-12

　　　

00424(91〉0058

〈慢性一昔化炭素中毒息者会〉

〒151渋谷区千駄ヶ谷1－31－5代々木病院内

　　　

雲■0493(24)12 9 3後藤宛

ん じ や と 医 １

９８１年４月１日

　

ぽ
く
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
心

臓
が
わ
る
か
っ
た
た
め
に
、
体
育
や

運
動
会
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
体

育
の
時
間
は
さ
び
し
く
て
、
く
や
し

い
よ
う
な
気
持
で
し
た
。
み
ん
な
と

い
っ
し
ょ
に
走
れ
た
ら
ど
ん
な
に
お

も
し
ろ
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
年
生
の
と
き
の
三
月
に
、
手
じ

ゅ
つ
を
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
ぽ
く
は
手
じ
ゅ
つ

が
こ
わ
く
て
、
今
の
ま
ま
で
い
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
手
じ
ゅ
つ
が
う
ま

く
で
き
た
ら
、
体
育
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
し
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に

遊
べ
る
と
思
い
、
手
じ
ゆ
つ
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
が
す
ぎ
、
九
月
二
十
五
日

に
入
院
し
ま
し
た
。
よ
く
日
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
検
査
を
し
て
、
十
月
二
日

ぽ
く
の
手
じ
ゆ
つ
の
日
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
か
ん
ち
ょ
う

を
し
て
、
お
し
り
に
注
し
や
を
二
本

う
ち
ま
し
た
。
い
た
く
て
、
い
た
く

て
な
み
だ
が
で
ま
し
た
。
そ
し
て
な

ぜ
か
目
が
重
く
な
っ
て
ね
む
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
日
を
さ
ま
し

た
時
に
は
Ｆ
Ｃ
Ｕ
に
は
い
っ
て
い
ま

し
た
。
鼻
や
体
に
く
だ
が
つ
け
て
あ

り
、
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ

に
二
日
間
い
て
、
か
い
ふ
く
し
つ
に

入
り
ま
し
た
。
か
い
ふ
く
室
で
ね
た

っ
き
り
の
生
活
を
二
週
間
ば
か
り
し

て
、
そ
し
て
よ
う
や
く
も
と
の
部
・
屋

に
も
ど
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
さ
い
ご
の
け
ん
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
ば
く
は
カ
テ
ー
テ

ル
の
け
ん
さ
は
大
き
ら
い
で
す
。
し

か
し
、
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
け
ん
さ
で
た
い
院
で
き
る
か
で
き

な
い
か
が
き
ま
る
の
で
す
。
そ
れ
が

す
ん
で
、
た
い
院
の
日
が
決
ま
り
、

そ
の
時
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

十
一
月
八
日
に
、
ぶ
じ
た
い
院
で

き
ま
し
た
。
し
ん
せ
き
の
人
た
ち
が

　

「
元
気
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」
と

よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
運
動
の
き
ょ
か
が
で
て

い
な
い
の
で
、
体
育
は
見
学
で
す
。

友
だ
ち
と
鰹
く
キ
ャ
。
チ
ボ
ー
ル
を

し
た
り
、
自
転
車
に
乗
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
　

（
宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
）

（８

ブ
｛

小
学
校
四
年
辺

　

保

　

吏

志

ぼ
く
の
心
ぞ
う
手
じ
ゅ
つ

長宏・大野勇夫著

定価800円(送料250円)

Ｂ５判、134頁、年表付

＊数力月後に定価を改訂します。

●お申込みは一一･

日本忠者同盟事務局へどうぞ

電話・清瀬市(0424)91-0058

●発行・川口学園

４
　
Ｔ
法の具体的な活用に焦点!！

４･本書は、社会福祉の理論的な追究より実務的課題に重点を置いた。まず

現在の社会福祉一一一般がどのような動機をもとに登場したかを知るため、法

の歴史を紹介。次に、社会福祉を広義にとらえ、福祉六法に加え社会保ぷ食

主要法も紹介した。第３に日常生活とも関係の深い医療法、医師法など主

要医事関係法を才友才芙あわせて医療用語の解説も行なっている。年表付。

●内容一社会福祉とその歴史／福祉六法／社会保険／医療関俯去／医療関

係用語解説／生活相談実例集／〔付表〕社剖夥章制度一覧／社会保鵬
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